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第４５回日本ガスタービン学会定期講演会協賛のお願い 
拝啓 
時下益々ご清祥のこととお慶び申しあげます。 
日頃より日本ガスタービン学会に御協力賜り厚く御礼申し上げます。 
当 日本ガスタービン学会では、発足以来学会の重要な活動の一つとして毎年定期講演会を開催

し、ガスタービンやその関連技術に従事される研究者、技術者の情報交換の場を提供して参りま

した。今年度につきましては、別紙の通り２０１７年１０月１８日（水）、１９日（木）に愛媛

県松山市におきまして第４５回日本ガスタービン学会定期講演会を開催いたします。 
この２日間の講演会においては、ガスタービン、ジェットエンジン、ターボチャージャー、蒸

気タービン等に関わる各種技術分野の最前線の研究が多数発表されるとともに、関連技術の企画

セッション等も計画いたしております。 
本講演会は貴会会員の方々にもご関心をお持ち頂ける内容ですので、貴会の協賛を御承諾賜り

ますよう何卒宜しくお願い申しあげます。なお、お手数をおかけいたしますが、同封の FAX 回答

用紙または E-mail にて７月２９日までに下記連絡先までご回答賜りたくお願い申し上げます。 
敬具 

追伸 
１．御協賛いただいても経費の負担はおかけしません。 
２．この講演会に関する事務一切は本会の事務局が担当いたします。 
３．幸いご承諾賜れば、貴会会員に御周知方宜しくお願いいたします。 
４．協賛団体会員の参加費は、13,000 円（税別）の予定です（主催団体会員と同様）。 
５．このたび御協賛をお願いしている学会は下記の通りです。（五十音順） 

エネルギー・資源学会、可視化情報学会、火力原子力発電技術協会、計測自動制御学会、コージェネレーション・エネル 

ギー高度利用センター、自動車技術会、スマートプロセス学会、ターボ機械協会、電気学会、日本液体微粒化学会、 

日本エネルギー学会、日本ガス協会、日本機械学会、日本金属学会、日本航空宇宙学会、日本航空技術協会、日本材料 

学会、日本セラミックス協会、日本鉄鋼協会、日本伝熱学会、日本トライボロジー学会、日本内燃機関連合会、日本内燃 

力発電設備協会、日本燃焼学会、日本非破壊検査協会、日本品質管理学会、日本複合材料学会、日本マリンエンジニアリ 

ング学会、日本溶射学会、日本流体力学会、腐食防食協会、溶接学会 

 

連絡先： 公益社団法人日本ガスタービン学会 事務局 
TEL: 03-3365-0095, FAX: 03-3365-0387 

 E-mail: gtsj-office@gtsj.org 



第45回日本ガスタービン学会定期講演会・講演募集 
 

下記の日程で、第45回日本ガスタービン学会定期講演

会を、愛媛県松山市で開催いたします。講演をご希望の

方は、期日までに学会ホームページより講演の申込みを

お願いします。 

 

主  催 公益社団法人 日本ガスタービン学会 

協  賛 協賛団体は学会ホームページ 

（http://www.gtsj.org/）をご覧ください。 

開 催 日 2017年10月18日(水)、19日(木) 

講演会場 松山市総合コミュニティセンター 

愛媛県松山市湊町7丁目5 

http://www.cul-spo.or.jp/comcen/ 

Tel: 089-921-8222 

見 学 会 2017年10月20日(金) 

 

※ 会期中のご宿泊は各自で手配ください。 

 

講演関連日程 

講演申込締切 2017年6月23日(金) 

講演採否連絡 2017年8月1日(火) 

論文原稿締切 2017年9月1日(金) 

 

募集講演 

「研究報告」及び「技術紹介」に関する講演を募集い

たします。「研究報告」の対象は、ガスタービン及びエネ

ルギー関連技術に関する未発表の研究とします。一部既

発表部分を含む場合には未発表部分が主体となるものに

限ります。「技術紹介」は、既発表の研究のレビューや関

連情報（例えば、試験設備、設備運転実績等）の紹介等

とします。講演論文集では「研究報告」と「技術紹介」

の別を明示いたします。 

ガスタービン本体及びその構成要素、補機・付属品、

補修技術、ガスタービンを含むシステムやユーザーの計

画・運用及び保守実績に関する講演、ターボチャージャ

ー、蒸気タービンなどに関する講演に加え、ガスタービ

ン関連の技術（材料、製造、溶射など）に関する講演も

歓迎します。 

 

講演時間 

論文1件につき、講演15分、討論5分、合計20分です。 
 

登壇者の資格 

原則として、本会会員もしくは協賛団体会員に限りま

す。（1人1題目の制限はありません。） 

 

講演申込方法と採否の決定 

学会ホームページ(http://www.gtsj.org/)で講演題

目・著者・登壇者・概要（200文字以内）などを登録して

ください。講演申込み後すぐに、受付完了をお知らせす

るEメールが自動返送されますので、申込み内容をご確認

ください。学会ホームページからの申込みができない場

合には事務局にお知らせください。 

締切後の申込みは受付けません。 

講演の採否は、8月1日(火)までにEメールで連絡します。 

 

公益社団法人 日本ガスタービン学会事務局 

電話番号：03-3365-0095 

FAX番号 ：03-3365-0387 

Eメールアドレス：gtsj-office@gtsj.org 

 

講演論文原稿の提出 

講演会に先立ち、講演論文原稿をご提出いただきます。

原稿は講演論文集原稿執筆要領（学会ホームページに掲

載）に従って、A4用紙2～6ページ（技術論文に同時投稿

または30日以内に投稿予定の場合は8ページまで可）で作

成し、所定の講演論文原稿表紙を付して、期限までにE

メールに添付した電子データ（PDF形式）として提出して

ください。原稿執筆要領および原稿表紙用紙は、講演採

否の連絡時にお届けします。 

 

技術論文としての学会誌への投稿 

原稿執筆要領に記載の要件を満たす「研究報告」の講

演原稿は、著者の希望により、講演会終了後に通常の技

術論文として投稿されたものとして受理されます。技術

論文としての投稿を希望される場合は、講演論文原稿提

出時に原稿表紙の所定欄に希望ありと記入し、さらに技

術論文原稿表紙、論文コピー2部を添付していただきます。

詳細は原稿執筆要領をご覧ください。 

 

日本ガスタービン学会学生優秀講演賞 

学生による「研究報告」の内、特に優秀な発表に対し

て表彰を行います。表彰された発表に対しては表彰状及

び副賞が授与されます。エントリー希望者は、申込時に

所定欄の「エントリーする」に印をつけてください。 

 

学生講演会参加旅費支援 

学生が登壇者として講演会に参加する際の旅費の一部

を補助する予定です。申請方法や審査方法については、8

月上旬に学会ホームページ等でお知らせします。 

松山城 



 

平成  年  月  日 

 

 

公益社団法人日本ガスタービン学会 行き 

  （FAX : 03-3365-0387） 

 

 

 

   貴会名                        

 

 

 

回 答 書 

 

 

 

 

   「第４５回日本ガスタービン学会定期講演会」の協賛依頼について 
 

 

 

                    □  承諾いたします 

                     

□ 承諾できません 

 

 

 

 

ご担当者名： 

 

ＴＥＬ： 

 

ＦＡＸ： 

 

Ｅ-ＭＡＩＬ： 


